
Society of Japan Science Teaching

NII-Electronic Library Service

Sooiety 　 of 　Japan 　Soienoe 　Teaohing

Po− 06 日本理 科 教育学会 （2011）

学生 の 身近 な物理 現象 に 関す る知識 と実態

発電体験装置の 体験結果か ら

　　　　　　　　　　　　　　　 石井智子

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ISHIl　Tomoko

　　　　　　　　　　　　　　 東京都市大学

【キ
ー

ワ
ー

ド】　 保育内容指導法 「環境」 ， 発電体験装置 光るぶんぶんごま ， 記述

1　 目　的

　 「保育内容環境」 で は ， 環境や自然事象 ， 動植

物など様 々 な科学的な事象が広範囲に取 り上げら

れ て い る。しか し，学生た ちの 身近な自然現象に

対す る関心や理解や捉 えは希 薄であ っ た
1）。小学

校学級担任 の 教員が理科の 特定の 分野に苦手意識

をもっ て い る
2）
状況を踏まえると，保育現場にお

い て も同状況 で ある こ とは想像に難 くな い
。 学生

た ちがゆと り教育を経て い る現状を踏まえる と授

業内で の 科学体験や学習を行 うこ とが重 要で ある

と考える。

　 こ こ で は，学生た ちが発電 に関 して 過 去 に学ん

だ知識と考案 し たぶんぶん ごま状の 発電 体験装置

による発電体験か ら何に気づ き何を学ん で い るか

を知 る こ とを 目的 とす る。

2 　方　法

（1 ）教材 ： 発電体験装置 「光 るぶんぶ んごま 」

　 た こ 糸を通 した透明ケ
ー

ス に高輝度 LED と

　 それに コ イル を繋げた もの を入れ る （図 D 。

　 ひ もに縒 りをか けて 磁石 の 近傍 で 回す 。

（2 ）分析対象 ： 都内大学児童学科 3 年生 53 名。

　 ア ン ケ
ー

ト  電気 にっ い て 知 っ て い る こ と，

　　 「光 るぶんぶんごま 」 の 体験後 の ア ン ケ
ー

ト

　   ぶんぶん ごまはなぜ 光 るの か ，  回 して み

　 て気付い た こ と思 っ た こ と，以 11の 記述文。

　       の すべ てを記人 した もの を対象とする。

（3）分析方法 ：記述をカテ ゴ リ
ー

化 し分類分析

　 する。

　 　 　 　 　 　 図 1　 ひか るぶんぶんご 圭

燕ン醵
3　結　果

（1 ）電気に関する知識は，A・V・Ω等 の 記号 ／7％，
　 直列

・並列 つ なぎ 14°／・，性質等 11％，ブラ ス ・
マ

　 イ ナ ス 10％，
フ レ ミン グの 法則 9％， 静電気 ・

　 摩擦 7％， 発電方 法等 6％，右 ね じの 法則 4％， オ
ー

　　ム の 法則 4％，そ の 他 18％ （延 べ 数）。用語 につ

い て の 説明 は なく，並べ る傾 向に あ っ た。

用語 は ， 小 中学校高等学校の 時の 学習内容が

多 く反映されて い た。（図 2＞
（2 ）ぶ ん ぶ ん ごまが光る理 由は，磁石が関係

する 43％，静電気や摩es　2］％，回転 とコ イル ・導

線 と磁石が関係する 15％，モ ー
タ
ー3％，そ の 他

18％ （延 べ 数）。 電気や発電 の 仕組みに つ い て

の 説 明は曖味さが 目立 っ た。（図 3）

（3）気 づ い た こ とや思 っ た こ とにつ い ては ，

楽 しか っ た ， 面 白か っ た ， 光 っ て 嬉 しい
， 難

しか っ た 44％，気 づ い た こ と， 分 か っ た こ と

28％，子 どもが喜ぶ ，応用 で きる等 19％，なぜだ

ろ う，不思議 9％ （延べ 数）n 学生 の 多くが楽

しい 思 い や気 づ きを経験 し，不思議 に思 い 仕

組 みに関心 を持 ち，子 どもの 目線で 見 るとい

う学科特有の
一

面 も見 られた。（図 4）

　 図z　輩気に卍け る知黙
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4　考　察

　電気 に関す る知識 と して 用語 の 羅列は ， 発 電体

験後 の 電気 が 起 こ る理 由が 不明確 な こ とか ら， 断

片的な知識 の
一

端によるもの と推察する。学生 た

ちの 学び は，こ の 体験をきっ か けに楽 しか っ た思

い をイ轗 し，発電 の 不思議 さや仕組み へ の 興味や

関心 をもち，保育 と関連づけ られた こ とである。

5　 まとめ

　保 育を学ぶ学生は，身近な物 理現象，発電 に関

す る知 識は詳 しくはない が，素直に感動 しそ の 仕

組み に関心 をもち ， 子 どもた ちの 育成を考えられ

る，科学を素直に学ぶ基礎がある と捉 え られ た 。
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